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Research Abstract

脳腫瘍での⾎管新⽣を抑制することによって、脳腫瘍の増殖を抑制し、脳腫瘍の新たな治療法を確⽴することを⽬的として本研究を計画した.本研究において、脳腫瘍細胞でいかなる⾎管
新⽣因⼦が発現しているかを明らかにすることが、研究の基礎として必須である.そこで我々は、新たに固定されたチロシンキナーゼ受容体であるTie2とそのリガンドである⾎管新⽣因⼦
angiopoietin1(Ang1)、angiopoietin2(Ang2)の脳腫瘍細胞での発現を検討した.その結果、Mrnaレベルでは、Ang1は、悪性度の⾼いグリオーマ細胞や⾎管の豊富な髄膜腫に、また、
Ang2は⾎管の豊富な髄膜腫や⾎管芽細胞腫に強く発現していた.さらに、これら⾎管新⽣因⼦の受容体であるTie2はAng2と同様に⾎管の豊富な髄膜腫や⾎管芽細胞腫に強く発現している
ことが明らかになった.これら遺伝⼦レベルでの検討に加えて、タンパクレベルでの検討を追加し、Mrnaの発現とほぼ⼀致した結果が得られた. 
これらのことより、脳腫瘍の⾎管新⽣にはAng1、Ang2が深く関与していることが⽰唆された.また腫瘍細胞により、⼆種類の⾎管新⽣因⼦の発現様式が異なることより、腫瘍特異的な⾎
管新⽣因⼦の発現が予想された.
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